











（概念通牒) (SEC 2007f) やロードマップ（SEC 2008b) を公表し、アメリ



































バルな会計基準を支持する SEC声明」(SEC 2010) とその付録文書によっ
て調査・分析が開始された、SECスタッフによる「アメリカの発行体の財
務報告制度への国際財務報告基準の組込みに関する検討のための作業計画
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室（主任会計官室) (Office of the Chief Accountant) のスタッフによる取り
組みを描写し、その特徴や今後の方向性などを探ってみたい。
 「SEC と財務報告協会年次大会」と「SEC および PCAOB
の最近の動向に関する AICPA全国会議」
冒頭のコックスの発言は、2014年に開催された第33回「SECと財務報告
協会年次大会」(SEC and Financial Reporting Institute Conference) の基調演












メリカ公認会計士協会（AICPA) 全国会議」(AICPA National Conference on
Current SEC and PCAOB Developments) とともに、公式見解を表明する重
要な舞台装置である。
この 2 つの会議は、SECにとっても都合がよいところがある。 2 つの会
議は、それぞれ教育機関である南カリフォルニア大学（University of
Southern California) と自主規制機関である AICPAが主催している。開催場
所は､ アメリカの西部 (カリフォルニア州ロサンゼルス郡パサデナ





に南カリフォルニア大学のレーベンサール（Leventhal School of Accounting)
が創設した会議体である。この協会の諮問委員会に、1987年 1 月から1997年
6月まで FASB議長であったデニス・ベレスフォード（Dennis R. Beresford)、
元 SEC 委員長のコックス、元 SEC 企業財務局長のジョーン・ホワイト
（John W. White) などが委員として名を連ねている。
ベレスフォードは、2007年 7 月より、SEC の財務報告改善諮問委員会
（CIFiR) 委員を務め、ホワイトそしてコンラッド・ヒューイット（Conrad
Hewitt) SEC主任会計士 (主任会計官) (Chief Accountant) をはじめとした
SECスタッフとともに､「アメリカ証券取引委員会宛の財務報告の改善に関
する諮問委員会の最終報告書｣ (SEC Advisory Committee on Improvements to









２． ｢SECおよび PCAOBの最近の動向に関する AICPA全国会議」
AICPAが主催する主たる会議（年次大会) には、AICPA/PDI石油ガス業
界全国会議（AICPA/PDI National Oil and Gas Conference)、AICPA政府会計・
監査アップデート会議（AICPA Governmental Accounting and Auditing Update
Conference)、AICPA銀行貯蓄機関全国会議（AICPA National Conference on
Banks and Savings Institutions)､ AICPA自動車販売全国会議 (AICPA National
Auto Dealership Conference)、AICPA 税制全国会議（AICPA National Tax
Conference) などがある｡ ｢SECおよび PCAOBの最近の動向に関する AICPA











が、当時の SEC 主任会計士室のドナルド・ニコライセン（Donald T.


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































11年間の年次大会では 2 人の SECコミッショナー（シンシア・グラスマン
（Cynthia A. Glassman) とエリーゼ・ウォルター（Elisse B. Walter)) も報
告に加わっているが（Glassman 2006 ; Walter 2013)、この年次大会での報告
は、基本的には、SEC主任会計士室のスタッフの所管事項であることがわ
かる。
 ｢SEC と財務報告協会年次大会」における SEC 関係者の
IFRSを巡る見解表明
「SECと財務報告協会年次大会」の第24回年次大会 (2005年) と第25回年
次大会 (2006年) での SECコミッショナー (グラスマン) と SECスタッフ
（ニコライセンとスコット・ターブ（Scott A. Taub)) の報告は、情報の透
明性、財務報告や高品質な報告についての言及はみられたが、IFRSについ
ては何も触れていない。第25回年次大会当日（ 6月 8 日)、コックス SEC委
員長はニューヨーク金融記者協会（New York Financial Writers Association)
で、またロエル・カンポス（Roel C. Campos) SECコミッショナーは証券
監督者国際機構（IOSCO) の第31回年次大会（香港) で、それぞれ講演して
いる（Cox 2006 ; Campos 2006)。いずれも IFRSについての言及はない。
この「SECと財務報告協会年次大会」で IFRSについて言及するのは、第
26回年次大会（2007年) からである。2007年に副主任会計士として SECに
加わったジェームズ・クローカー（James L. Kroeker) は、この年次大会の




および投資家保護法」(Public Company Accounting Reform and Investor
Protection Act of 2002) の財務情報開示の強化に関わるもので、第404条
「経営者による内部統制の評価」(Management Assessment of Internal
Controls) の SECによる解釈指針案および規則案についてである。この解
釈指針案および規則案は、SECが2006年12月20日に公表した「財務報告に
係る内部統制の報告」(Management’s Report on Internal Control over
Financial Reporting) (SEC 2006) である。コックス委員長は、2007年 4 月
4 日の SEC公開会議で、SECによる経営者のための指針案の最終的な採択
の目標期日を、2007年 5 月末までとしていた（Cox 2007)1)。クローカーの
講演は、このプロセスの最終期日に合致するものである。




基準（AS) 第 2 号「財務諸表監査に関連して実施される財務報告に係る内
部統制の監査」(An Audit of Internal Control over Financial Reporting
Performed in Conjunction with an Audit of Financial Statements) の改正案を
公表した。この改正案のコメント期限は2007年 2 月26日であったが、SEC
主任会計士室も、PCAOBの改正案に関するパブリックコメントと先の公開
会社の経営者に対する SECの指針案の分析を SEC（コミッショナー) に提
出している（SEC 2007b)2)。
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1) SECによる「財務報告に係る内部統制の報告」の規則案は、2007年 6 月20日に最終
規則化された（SEC 2007d)。また、その解釈指針案も、SECは2007年 5 月23日に満
場一致で承認し､ 公表された（SEC 2007e)。
2) PCAOBは、2007年 5 月24日の公開会議の結果を踏まえて、 6 月に PCAOB監査基準
第 5号「財務諸表監査と統合された財務報告に係る内部統制監査、並びに関連する独
立性規則および本基準に一致させるための改訂」(An Audit of Internal Control over
Financial Reporting That Is Integrated with an Audit of Financial Statements, and Related








































Reporting Standards : The Promise of Transparency and Comparability for the









果からなる（Erhardt 2005 ; Erhardt 2006 ; 杉本 2009, 310313頁参照)。SEC
コミッショナーのキャスリーン・ケーシー（Kathleen L. Casey) やウォルター













（Paul A. Beswick) が、2012年12月21日から2014年 5 月15日まで務め、また













ローチの要素に加えて、移行期間において U.S. GAAPと IFRSの差異の解消
に向けてコンバージェンス・アプローチの要素を採り込むものである。
SECスタッフの「作業計画 (ワークプラン)」に関する最初の進捗報告書

















チも､ 従来の主任会計士室の方針や取り組みに従って､ ｢SEC および
PCAOBの最近の動向に関する AICPA全国会議」(2014年12月 8 日：Schnurr
2014)、バルーク大学（Baruch College) の財務報告会議（2015年 5 月 7日：
Schnurr 2015a)､「SEC と財務報告協会年次大会」(2015年 6 月 5 日：
Schnurr 2015b）および「AICPA銀行貯蓄機関全国大会」(2015年 9 月17日：




報告の将来」(The Future of Financial Reporting) 会議で、シュナー主任会
計士は、これまでにみられたアメリカにおける IFRSの使用に関する代替案
を、次の 3つに整理した（U.S. Chamber of Commerce 2014)。
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就任当初の 8 週間に及ぶこれら代替案についての調査と SECコミッショ
ナーとの議論が、シュナー主任会計士による「IFRSを〔アメリカの発行体
の財務報告制度に：引用者〕組込む可能性についての別の代替案」(Schnurr
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